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眠時涼貢匡主主手き

!i 0 

古典ギリシア語に おい て未来を表す言語形式として は 、動詞語幹に未来屈

折接尾辞を付加する屈折形懸論的な形式があるが、これに加えて、 「μtλλω

十不定詞 Jや、 『εt似の未来時制:J+不定詞 j 等 の 迂言的表現による形式もあ

った.これらの迂言的稿文は、コイネー一一新約聖 書ギ リシア語一ーにおい

て発達し、現代ギリシア語においては前記の屈折形録論的な表現形式を駆逐

するに至った. 神 田 川 で は 、次のように述べている(44頁)

『又既 に述 べ た 通り( !i 37参照)、新約では現在時称や μtλλεtνと不定法

( 現在又はアオリスト)の形式が未来を表わす為に用 い られた 結果、未来時

称形の 用 法は衰退しており、現代ギリシア語では全く失 われ て し ま っ た . J 

本稿では 、 新 約 聖 書 ギリシア語におけるこれらの迂 言的未来 表 現 の 内 、 特

に「 μtλλω+不定詞 J 構文に焦点をあて、これがゴ ー ト 語 で ど の よ う に 翻 訳

されているかを検討する.まず、!i 1ではギリシア 詩の r/.llλλω+不定詞』

構文についての諸学者の見解を検討する. !i 2ではゴート語における未来表

現 の詩形式に関する諸 学者の見 解 を 検 討 し 、 考 察 を加え る. !i 3では、新約

聖書ギリシア語の「 μtλλω+不定詞 J 構文がゴート語でど のよ う に 閥 訳 さ れ

ているかを実例に即して検討し、考察を加える.但し、紙面の都合上、本稿

と次稿の 2回に分けて掲載させていただくことを予めお 断 わりしておく.

ここで、本稿中に引用 した 聖 書 本 文 に つ い て 述 べ て お く .ギリシア語本文

は、 Nestle-Alland版引を使用した.また、ゴート語 本文 につい ては Streit-

berg引を使用した(彼 のギ リ シア語本文は参照しなかった) .さらに、日本

語訳については、 「 聖書 共同訳」を参照した.なお、グ ロスの訳語は、岩隈

‘》に準鈍した.
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!i 1 

ここで、 聖書ギ リシア語の「 μtλλω+不定詞』構 文に関する諸学者の見解

を見てみよう.

聖書 ギリ シア語の「 μEλλω 十不定詞』構文について、神田は先に引用した

ように、特に屈折形態論的な未来時市!との相違については述べていないが、

Blass引及び Nur川町に次のような記述がある.

まず、 Blassは次のようにべている(156頁)

「μtλλε IV +不定法』土、 {未来時制のように)間近に迫っていることを表

現 する; こ の こと は、 古典語でも無い訳ではないこの言い替えは、過去

において間近に迫っていることが示され得るという特徴を示している.

さらに接続法が形成され得る.そして、それは徐々になくなる不定未

来形(不定法及び分詞)の代用品である.それ故に、この場合にもその

言い替えは大低用いられている. J 

この記述からは. こ の構文 が未完了相を示していることが窺える.

ところが， Nunnは、次のように述べている(80頁 )

「μEλλf Iν+不定詞もまた直説法未来に類似した効力で用いられる.この

表現は普通、 (何 物かが)しようとしている行為や、起こるのが確かな

行為を示す. J 

この記述からは、 「μ4λλω 十不定詞 J 構文は(単な る未 来時制ではなく、)

未完 了 相 に 加えである種のムードを示しているのではないかと恩われる.

両者の記述で一致 している 点 は 、 こ の 迂 言 的 構 文 が 未 完 了相を呈している

ことであるが、これは後ほど実例に即して検討される.

!i 2 

ゴート語には、聖書ギリシア語のような屈折形態 論的 な方法による未来時

制はなかったので、未来を表現するための積々の方法がある.それらについ

て、諸学者の見解は 大筋 では一致しているものの、部分的に異なっている.

まず、 Wright7
)は次のよ うに 述 べ て い る (190頁)

「単純未来は一般的に現在によって表現される.一一(中略)一一未来は、

不定詞と共に sku1 an， haban， dug I nnanの現在時前jによっても表現され

る ことも 時却ある. J 

この記述からは迂言的構文の性格は明らかにされ な いが，それでも，それ
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らの構文と単純未来とは性格が異なることが暗示されているように思える.

また、 Moss長引は次のように述べている(168-169頁)

「ゴート語は、未来のための諸形式を持っていない.それを示すために、

いくつかの方法に 頼っ て い る :

1 .継続的、あるいは不確定な行為が問題となるとき、それ(ゴート語)

が使用するのは:

a )なによりもまず現在形 b )希求法現在 c) duginnan，haban， 

skulan.munan及び不定認による迂言的楊文

2 .確定的な行為が問題となるとき、完了相あるいは動詞の点の相のと

き、動詞接頭辞 ga-のついた動詞の現在が非常にしばしば未来を現す」

この記述では.迂言的構文は未完了相の下位範ちゅうである継続相を示し

ていることになる.

さらに、千種別は 次のように述べている(44買)

「時制としての未来は存在せず、大抵は直説法現在(特に完了的援顕辞 ga

を{半う動詞の現在)によって代用されるが、未完了的(ないし接続的)

未来は、動詞 haban r持っている」、 duginnanr始める』、 skulanrし

なければ ならない』の現在形と不定詞の結合によって表現されることが

ある. J 

ここで は 、未来を表す迂言的構文は未完了稲を示しているらしいことを述

べるに留まっている .

なお、 Braune/Ebbinghaus'引には関連した記述はない.

!i 3 

では、この『 μtλλω+不定詞」稿文はゴート語ではどのように訳出されて

いるのであろうか.

μtλλωは新約聖書では 109回用いられている.そして、聖書の中で「 μtλλω

+不定詞」構文が用いられているのは 92回である.また、 IIIλλωの出現筒所

をゴート語と対照できるのは 26箇所である.その中で、 「μtλλω+不定詞』

構文とゴート語の表現を 対照できる部分は全部で 21箇所である.よって、本

稿ではこの 21例をまず検討しなければならない.

ところが、ゴート語において、ギリシア語の「 μEλλω十不定詞 J構文が一

様に訳 出 さ れているわ け で はない.

次頁に、その訳し分けの実態を表にしたものを掲げる.
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聖書ギ リシア語 μtλλω+不定詞 J

対 応するゴート語の表現 個数 箇所

skulan+不定詞 10 Mt. 11-14， Lc. 9-31， Lc. 9-44， 

Lc. 19-11， Jh. 7-35， Jh. 7-35， 

Jh. 7-39， Jh. 12ー33，Jh. 18-32， 

2Tm.4-1 

Lc. 10-l，Lc. 19-4，Jh. 6-15， 

munan+不定詞 4 Jh. 14-22 

haban+不定詞 3 Mc. 10-32， Jh. 6-6， Jh. 6-71 

anawairts wisan+不 定詞 2 1 Tm. 3-4， 1Tm. 1-16 

skauftjan sik+不定 詞 1 Jh. 12-4 

wisan+形容詞 1 Lc.7-2 

はたし てこれらの訳し 分け に 原 理 は 存 在 す る のか、存在するとすればそれ

は如何なる物なのかを追求するために、ゴート語の表現別に用例を検討して

みたい.本稿では、まず各表現別に実例を挙げ、後にその例に考察を加えて

いく という方 式 を 採 るこ とにする.実例は、まずギリシア語本文を挙げ、次

に対応す るゴート語の本文 を挙げる.参考のため、日本語訳 を 掲 げ る が 、 こ

れはギリシ ア 語 や ゴート語の直訳ではないことを お 断 り しておく.なお、グ

ロス は 迂言的構文に関連した箇所のみにつけ、該当する日本語訳の部分には

下線をひいてある.

A. skulan+不定詞
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ml 目安 Mt. 11 =1.1. 

κα1 E 1 D l λεTf 8l ~ασ Ðal. αÕT6 C; l σTlν ・Hλfα雪 bI1lλAc.w 

μEλλω 

官PXEo8α 1.

rpxoμal 

現分能単 男主 不中未来

来る

jah jabai wildede!t m!tn!man. sa ist Helias. sae! skulda qiman. 

sku/αn qimαn 

直通 3単不

来る

あなたがたが認めようとすれば分かることだが、実は、彼は翠1l.ム」主1 のエ

リヤである .

例 Y 2 Lc.9-31 

O¥' d申DlνTfC; lv ð6~ 百 EλεrOν T両ν Ho8oν αOTOO. 骨ν 町叫ελAev

πληpoOv lν.  1εPOIlσαλ司11.

1rλ叩ρdω

能 現不

遂げる

μtHω 

直能未過 3単

ta! gasa!h.anans !n wultau qetun urruns !s. Toe! skulda usfulljan 

sku /αn usfu//jan 

宣能過 3単 不

成就する

in Ial rusalem. 

二人は栄光に包まれて 現 れ、イエスがエルサレムで遂げ上うとしておられる

最期について話していた.

例安 3 Lc.9-44 
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b r邑P tJ! d宮 TOVDttJD εb  μf IC; f!宮 τ邑畠TαO/.lt;)vτou宮 λ6rotJ雪 τOtlTOtJ宮・

占νDpc:JπOtJ 11{λ).elπαpaoCooaBal d宮 XfIpα雪 &νeρc:J1I"ων.

Jdλλ曲1I"aρα8(d岨μt

直能現 3単不受現

引き渡す

lagjit jus In ausona Izwara to waurda， unte sunus mans skulds 

skulan 

過分

e
 

n
 

n
 

a
 

m
 

s
 

n
 

u
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n
 

a
 

h
u
 n

 
i
 

n

n

 

a
α
 

h

u

h

u

，Q 

l

t

 

g

g

、ぇ

M

M

不

与

1st 

wisan 

直現 3単

この 言 葉 を よく耳に入れておきなさい.人の子は人々 の 手 に 弓1;，¥渡され上う

ι」ι工主主主.

hru宮

骨

例支 4 Lc. 19-11 

'A厄 OtJ6VTωνH αOTt;)νTαVTαπPOσ9flc; εTπEν 11"αpαfjoλ司v 8111 Td 

εTναI '1ξpotJaαλt//.l a奇Tdvκαt 80HIνaoTOむ宮町TI 11"αpaxp骨μα11{λλe1 

μEλλω 

宣能現 3単

avacpαCveaBal. 

e ε6雪 dνα 申a( vω 

男単属 不受現

神 現れる

。αalλεfαTOV 9fOO 

{Jaσtλε (a 

女 単主

因

at gahausjandam tan im tata， blaukands qat gajukon， b1 tatei nena 

Ia1rusalem was， jah tuhta 1m e1 suns skulda wesl t1udangard1 

skulαn wesan tiudαnf{αrdi 

直過 3単希過 3単 女単主

国
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gudls 
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男単属不

神 一般に知らせる

人々 がこれ らのことに聞き入 っているとき、イエスは更に一 つ の た と え を 話

された.エルサレムに近づいておられ、それに、人々が神の国はすぐにも翠

色ムものと思っていたからである.

飽i二g:5 Jh. 7ニ豆豆

ETπov O U ν o  ( IoudαrOI 1rpd宮 EαυTOU宮・ π00 -OU τ0宮

11~λ).elπopεúeσ8 a I 百Tt 骨μer.， ouX eup時σ011εν aUT6v; μ両e/.， T持ν

μEλλω 1ropeuω 

直能現 3単 不受現

行く

dlασπopetνTQν ・Eλλ時vωνμtλλetπOpεdσeαtκα1 dtdaσκe tνTOU雪 "Eλληνα.，;

taruh qetun tal Iudaleis du sls misso: hadre sa skul i 

skulan 

gaggan， 

gaggαn 

希能現 3単不

行く

tel wels ni blgltalma ina'? nlbai in dlstahein tiudo skuli gaggan 

jah laisJan tiudos'? 

すると 、ユダヤ 人 た ちが 互いに言ったわたしたちが見つけることはない

とは、いったい、どこへ符〈つもりだろう.ギリシア人の問に舵散している

ユダヤ人のところへ行って、ギリシア人に教えるとでもいうのか.

例文 6 Jh. 7-35 

ε11r0ν ouv O( Ioudarot 1rpd宮 E αυTOU宮・ 1r00 OUTO"μEλλe t 1rOP e (jεσeαt ll'Tt 

骨μεr宮 0占xεbp司σoμEναUTOν;μ両eI宮 T両V 81ασπopetνT白ν ・Eλλ時νωνμ4λλeI 

胃 opeueσ8al κα1 BIBa σKelV TOU宮 "Eλληvα雪;

1ropeu曲 81ddσZ曲
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不 能 現

教える

不受現

行く

tei 

gaggan 

n
 

a
 

d
a
 

g

/

、

仰

不

行

taruh qetun tai Iudaieis du sis misso: h.adre sa skuli gaggan， 

weis ni bigitaima ina? nibai in distahein tiudo skul i 

sku 1αn 

希能現 3単

。.S 0
 

2
q
 u

 

h
u
・n

n

 

a
α
 

J
.
i
J

，る骨

eae'

守

l
.
i
a

、え

」
同
川
し
H川
不

教

L
H
 a

 

j
 

する と、ユ ダヤ人たちが互いに言ったわたしたちが見つ け る こ と は な い

とは、いったい、どこへ行くつもりだろう.ギリ シア人 の問に舵散している

ユダヤ人のところへ丘ュヱ、ギリシア人に盆ム-.2.とでもいうのか.

λαI1savEIV 01 

λαμsdvω 

不能現

とる

百Tl ・Iησ00<;

例文 7 Jh. 7-39 

TOOTOH ETπξνπep! TOOπνeOμαTO宮 O ~I1 Eλλ ov 

μrλλ曲

直能未過 3複

。占dlπωπνeOμα， 司νrap o!iπω αUTOν・eI雪πtσTε6σανTξ雪

tdoEaσeη. 

tai galaubJandans niman 

n.mαn 

不

受け取る

du imma; unte ni nauhtanuh was ahma sa weiha ana im， unte Iesus 

nauhtanuh ni hauhits was. 

tatuh tan qat bi ahman tanel skuldedun 

sku 1αn 

直能過 3複

イエスは、御自分を信じる人々が受け上う1-.Lている"霊"について言われ

たのである.イエス は ま だ 栄光を受けておられなかったので、"霊"がまだ
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占πo8vftσKe lV. 

dπ09vt1σκω 

能現不

死ぬ

降っていなかったからである.

例 y R Jh. 12-33 

TOOTO H rλfYενuημα (vωνπO(ωeανaTω 町μελλev

μrλλ曲

直能未過 3単

gadautnan. 

gadautnan 

不

死んでしまう

tatut-tan qat bandwjands nileikamma dautau skulda 

skulan 

直能過 3単

イエスは、御自分がどのような互主遂旦二五かを示そうとして、こう言われた

のである

例 it9 Jh. 18-32 

Yναb λ6yo雪 TOO 1ησ00 trληρωe官 BνεTπενσημαfνωvπo(ωe ανaT41 

明uε).).ev dπ0自vftσKe I v. 

μ6λλ曲 dπ09νt1ClICω

直能未過 3単 能現不

死ぬ

nileikamma bandwjands qat. tatei usfullnodedi. 

、
司
J

n

n

会

A-

a

a

'

 

t

t

l

 

川

付

で

w

m

'

 

g

M

F

a

，A円

伺

仰

不

死

ei waurd fraujins 

dautau skulda 

skulan 

直能過 3単

それは、 御 自 分がどのような盈之進旦盈かを示そうとして、 イ エ ス の 言 わ れ

た言葉が実現するためであった.
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alαμαPTUPOμα1 l ν品π10Vτ00 9 ε00ια1 XPIσTOO 1ησ00 TOOμtHovτ。宮

μtλλ凪

現分能男中単属

KP (VE IV tlJvTα宮 καVfκpOUσ，信al T司、 πt中aVflaναOTOOκαT均ν

Bασtλεfανκρfν曲 αVTOO'

不能現

裁く

Weitwodja in andwairtja gudis jah fraujlns Xristaus Iesuis. saei 

skal stojan qiwans jah dautans bi qum is jah tiudinassu is: 

sku/αn stojαn 

直能現 3単 不

裁く

神の御 前 で、そして、生きている者と死んだ者を盆三ために来られるキリス

ト ・イエスの御前で 、そ の出 現 と そ の 御 園 と を 思いつ つ、厳かに命じます.

ー一一一次稿に続く一一一一
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(SUMMARY) 

A Cornparati-ve Stu.dy o:f NeVII' Testarne:nt 

Greek: a:nd Gothic Cl::> 

----on the Periphrastic Expressions of Future 

Kamose Masayuki ( "'ltD ~ $ ) 

In New Testament Greek, there were several ways of periphrastic 

expressions of future. p{~Aw+infinitiue construction belonged to one 

of these expressions. This construction seemed to have an imperfect 

aspect. In Gothic also had several ways of periphrastic expression 

of future, that seemed to have an imperfect aspect. The 

p{A~w+infinitiue construction translated into Gothic in several 

ways. In this paper, tried to show whether a principle on the 

translation existed or not, and if existed, what princeple existed 

there. 

- 52-


